
世界中の人々から

常に必要とされる企業を創る

第16期 事業報告の件

第16回定時株主総会 報告事項

2022年12月1日から2023年11月30日まで



事業の経過および成果
招集ご通知 7ページ



社会経済活動の正常化の動きが促進されたものの
物価上昇の影響を大きく受けた事業年度

事業の経過および成果

物価上昇個人消費等の回復

当事業年度におけるわが国経済

原材料・資源
価格の高騰

行動制限の
緩和



事業の経過および成果

ウィズコロナ時代の生活様式の変更を踏まえた中で、引き続き新規顧客
数増加および既存顧客の維持拡大にむけて広告宣伝手法のテコ入れを
継続するとともに、様々なターゲット層に対しテストマーケティングを実施。



事業の経過および成果

全社横断型のプロジェクトにて、現状の売上規模に応じた固定費の削減、
変動費の最適化を推進。

・役員報酬の減額および自主返上
・トレーナーの業務委託化促進による変動費化
・部署統廃合による業務効率の促進
・全賃貸物件の契約条件見直し交渉
・テレワーク活用による本社執務スペース縮小

等



事業の経過および成果

コロナ禍において事業を縮小し、２店舗体制で運営いたしておりましたが、
2023年９月１日付にて営業譲渡。

「24/7English」事業の売上高は全社ベースの１％未満

利益および総資産に与える影響は極めて軽微



事業の経過および成果
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※「カフェのようにリラックスしてトレーニングができる空間」を
 コンセプトとして、「カフェテリア」と「フィットネス」を合わせた

   造語。女性専用のセミパーソナルジムとしてのテスト店舗。



当期純損失 4億8,059万円 ―

経常損失 3億7,939万円 ―

営業損失 3億5,950万円 ―

売 上 高 32億1,286万円 24.2％減

事業の経過および成果

前事業年度比

※1

※2

※3

※1 前事業年度は営業損失   ： 5億 3,943万円
※2 前事業年度は経常損失   ：  5億 3,268万円
※3 前事業年度は当期純損失：16億 9,066万円

当社はパーソナルトレーニング事業を展開する単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。



設備投資の状況

4,595万円

設備投資の総額

⚫ 主に新規出店に係る費用



資金調達の状況

2023年10月2日に第三者割当増資実施。

2億4,998万円を調達。
2023年10月2日に第三者割当による第10回乃至第12回新株予約
権（行使価額修正条項付）を発行。
うち、当事業年度において第10回新株予約権1,100個の権利行使。

2,523万円を調達。



対処すべき課題

招集ご通知 8ページ～9ページ



対処すべき課題

01

事業環境の変化に耐え得る収益構造の強化02

集客手法の最適化による新規顧客の増加03

リピート顧客の拡大04

知名度の向上05

06 内部管理体制の強化

継続企業の前提に関する重要事象等



4期連続して売上高の減少ならびに経常損失および当期純損失を計上

対処すべき課題

01 継続企業の前提に関する重要事象等

継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断

⚫ 新規顧客数増加のための施策充実

⚫ 既存顧客の維持拡大と新商材での売り上げ拡大

⚫ コストコントロールによる費用削減 等により当該状況を解消

⚫ 借入金の残高はなく7億3,134万円の現預金保有（当事業年度末日現在）

⚫ 第三者割当による増資実施および第10回乃至第12回新株予約権（行使価額

修正条項付）の発行。

⚫ 第10回新株予約権※の行使による資金調達を実施。 ※2023年12月1日にすべての権利行使完了。

また



対処すべき課題

02 事業環境の変化に耐え得る収益基盤の強化

ウィズコロナ時代の生活様式の変更を踏まえた事業環境下において

+

品質向上

主たる収益基盤

＋α

シニア層
シニア予備層

新規事業・新商品

開 発

オンライン事業

拡 販

+

多角的な収益の確保を目指す

等



対処すべき課題

03 集客手法の最適化による新顧客の増加

費用対効果の高いWEB広告手法の開拓
集客手法の最適化に努め、新規顧客数を増加

WEBによる広告宣伝メイン 年々増加傾向
広告出稿・入札状況激化



対処すべき課題

04 リピート顧客の拡大

個別最適提案
繰り返し継続利用いただける価値創出を目指す

各種サービス

・・・



対処すべき課題

05 知名度の向上

知名度向上を目指す

⚫様々なマスメディアを使った情報発信を強化



対処すべき課題

06 内部管理体制の強化

コンプライアンス体制の強化 ・ 業務の標準化と効率化の徹底

企業価値の最大化

⚫ コンプライアンス意識を醸成すべく継続的な取り組みを推進

⚫内部統制の環境を適正に整備



事業報告

財産および損益の状況の推移

重要な親会社および子会社の状況

主要な借入先

主要な事業内容

招集ご通知

主要な営業所および工場

従業員の状況

10ページ～11ページに
記載の通りでございます

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）



事業報告

招集ご通知

2. 会社の株式に関する事項

3. 会社の新株予約権等に関する事項

4. 会社役員に関する事項

5. 会計監査人の状況

6. 会社の体制および方針

12ページ～22ページに
記載の通りでございます



計算書類
招集ご通知 23ページ～25ページ



流動資産 894,803

固定資産 258,380

有形固定資産 29,955

無形固定資産 0

投資その他の資産 228,424

資産合計 1,153,184

流動負債 721,410

固定負債 302,161

負債合計 1,023,572

資本金 931,384

資本剰余金 926,384

利益剰余金 △1,728,364

自己株式 △132

新株予約権 339

純資産合計 129,611

負債・純資産合計 1,153,184

貸借対照表

資産の部 負債・純資産の部（単位：千円） （単位：千円）



損益計算書

売上高 3,212,860

売上原価 1,880,233

売上総利益 1,332,627

販管費及び一般管理費 1,692,132

営業損失 359,505

営業外収益 3,781

営業外費用 23,671

経常損失 379,395

当期純損失 480,593

（単位：千円）



株主資本等変動計算書

招集ご通知

25ページに
記載の通りでございます
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